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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第１四半期連結
累計期間

第54期
第１四半期連結
累計期間

第53期

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成24年７月１日
至平成25年６月30日

売上高（千円） 3,697,788 3,615,812 17,589,017

経常利益（千円） 317,633 266,362 3,584,058

四半期（当期）純利益（千円） 160,330 147,756 2,274,454

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
96,314 235,396 2,857,997

純資産額（千円） 23,245,516 25,702,517 26,006,268

総資産額（千円） 29,156,354 31,540,690 32,996,689

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
10.41 9.59 147.64

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 79.7 81.5 78.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税及び地方消費税は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安の進行による製造業の業績改善や積極的な財政支出をテコ

に、本格的な景気回復が期待されますが、消費税増税への懸念など、景気の先行きについては予断を許さない状況で

推移しております。

　このような状況のもと当社グループにおきましては、販売機会ロスを低減するために積み増した豊富な在庫を武器

に積極的な営業活動を展開するとともに、顧客のニーズを捉えた新商品の開発と市場への投入を積極的に推進し、売

上の拡大に努めてまいりました。また、引き続き、広告宣伝活動を積極的に行い、ＴＶコマーシャルをはじめ、新聞

広告、雑誌広告、交通広告、店頭販促、ＷＥＢプロモーションなどクロスメディア展開により、大々的にキャンペー

ンを実施し、企業イメージの向上、ブランド認知度の向上による、売上・市場シェアの拡大を図ってまいりました。

　生産面におきましては、原材料価格の高騰や、中国における人件費の上昇、円安の進行などに伴うコストアップに

対応するため、生産体制の見直しを進め、新規協力工場の開拓を強化するなど、製造コストの低減と品質管理体制の

強化に努めました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は3,615百万円（前年同四半期比2.2％減）、営業利益は

369百万円（前年同四半期比3.2％減）、経常利益は266百万円（前年同四半期比16.1％減）、四半期純利益は147百万

円（前年同四半期比7.8％減）となりました。

　なお、当社グループは単一セグメントに該当するため、セグメント情報は記載しておりません。

　

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(3）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,721,000

計 36,721,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,653,506 同左
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 17,653,506 同左 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日　
－ 17,653,506 － 2,982,499 － 1,827,189

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社自重堂(E00607)

四半期報告書

 4/14



（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　－

議決権制限株式（その他） － － 　－

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　2,249,000 － 　－

完全議決権株式（その他） 普通株式　 15,206,000 15,205 　－

単元未満株式 普通株式 　　 198,506 －
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数 17,653,506 － －

総株主の議決権 － 15,205 －

　（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」の株式数の欄は、全て当社所有の自己株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれておりま

すが、当該株式に係る議決権１個については、議決権の数の欄からは除いております。

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（自己保有株式）

　 株式会社自重堂

　広島県福山市新市町

　大字戸手16-2
2,249,000 － 2,249,000 12.7

計 － 2,249,000 － 2,249,000 12.7

　

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社自重堂(E00607)

四半期報告書

 6/14



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,216,419 7,240,333

受取手形及び売掛金
※ 5,732,360 4,475,213

有価証券 11,636 11,636

商品及び製品 8,228,384 8,301,713

仕掛品 15,664 21,098

原材料及び貯蔵品 819,228 638,398

繰延税金資産 212,474 118,346

その他 521,981 319,141

貸倒引当金 △29,904 △5,800

流動資産合計 22,728,246 21,120,082

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,147,987 2,115,172

土地 3,931,881 3,931,881

その他（純額） 161,521 158,391

有形固定資産合計 6,241,389 6,205,444

無形固定資産 31,066 29,467

投資その他の資産

投資有価証券 3,505,907 3,674,895

その他 552,982 574,612

貸倒引当金 △62,904 △63,812

投資その他の資産合計 3,995,986 4,185,696

固定資産合計 10,268,442 10,420,608

資産合計 32,996,689 31,540,690
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,700,210 3,455,678

未払金 256,272 289,297

未払法人税等 796,922 19,702

返品調整引当金 61,355 44,068

賞与引当金 154,946 88,501

その他 405,072 232,888

流動負債合計 5,374,779 4,130,135

固定負債

退職給付引当金 484,225 501,316

繰延税金負債 103,550 144,506

その他 1,027,864 1,062,213

固定負債合計 1,615,640 1,708,037

負債合計 6,990,420 5,838,172

純資産の部

株主資本

資本金 2,982,499 2,982,499

資本剰余金 1,827,578 1,827,578

利益剰余金 22,300,356 21,908,966

自己株式 △1,903,027 △1,903,027

株主資本合計 25,207,407 24,816,016

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 798,860 886,501

その他の包括利益累計額合計 798,860 886,501

純資産合計 26,006,268 25,702,517

負債純資産合計 32,996,689 31,540,690
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 3,697,788 3,615,812

売上原価 2,481,031 2,474,554

売上総利益 1,216,756 1,141,258

販売費及び一般管理費 835,575 772,126

営業利益 381,180 369,131

営業外収益

受取利息及び配当金 3,987 2,809

為替差益 － 75,515

受取賃貸料 15,175 15,914

業務受託料 973 2,418

デリバティブ評価益 31,069 －

その他 18,289 8,397

営業外収益合計 69,495 105,055

営業外費用

賃貸収入原価 11,495 11,265

為替差損 121,547 －

デリバティブ評価損 － 195,436

その他 － 1,122

営業外費用合計 133,042 207,824

経常利益 317,633 266,362

特別損失

固定資産除売却損 1,681 0

投資有価証券評価損 33,847 21,989

特別損失合計 35,528 21,989

税金等調整前四半期純利益 282,104 244,373

法人税、住民税及び事業税 28,379 9,442

法人税等調整額 93,394 87,174

法人税等合計 121,774 96,616

少数株主損益調整前四半期純利益 160,330 147,756

四半期純利益 160,330 147,756
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年７月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 160,330 147,756

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △64,015 87,640

その他の包括利益合計 △64,015 87,640

四半期包括利益 96,314 235,396

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 96,314 235,396
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　※　連結会計年度末日満期手形

　　　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、前

連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が前連結会計年度末日残

高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年６月30日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形 166,979千円 －千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日）

減価償却費 40,916千円 38,044千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年９月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年９月27日

定時株主総会
普通株式 539,223 35 平成24年６月30日 平成24年９月28日 利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成25年７月１日　至　平成25年９月30日）

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年９月26日

定時株主総会
普通株式 539,147 35 平成25年６月30日 平成25年９月27日 利益剰余金

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年９月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成25年７月１日　至　平成25年９月30日）

　当社グループは、衣料品製造販売を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 10円41銭 9円59銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 160,330 147,756

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 160,330 147,756

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,405 15,404

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月12日

株式会社自重堂

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　良智　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中原　晃生　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社自重

堂の平成２５年７月１日から平成２６年６月３０日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２５年７月１日

から平成２５年９月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２５年７月１日から平成２５年９月３０日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社自重堂及び連結子会社の平成２５年９月３０日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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